
大腸

神経・血管

膿瘍

穿刺予定ルート

骨盤内に膿がたまった腔（膿瘍）がみられています。大腸、血管・神経の位置を
確認、これらを避けたルートで針を刺し、カテーテルを留置、膿を吸引しました。
数日後にはほぼ消失しています。


